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る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
最

後
に
仕
組
み
づ
く
り
。
こ
の
３
つ

の
視
座
を
満
た
し
て
組
織
風
土
を

醸
成
さ
せ
な
い
限
り
組
織
運
営
は

成
功
し
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で

は
、
12
月
８
日
（
金
）
に
問
屋
町

会
館
に
お
い
て
無
料
の
特
別
講
演

会
を
開
催
し
た
。「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
〝
人
づ

く
り
〞
か
ら
始
め
る
組
織
経
営
」

と
題
し
た
講
演
会
の
講
師
は
、
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
波
多
野
事

務
所
の
波
多
野
代
表
が
務
め
た
。

会
場
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
を

併
用
し
て
行
わ
れ
た
講
演
会
は
、

合
わ
せ
て
51
名
が
受
講
し
た
。

　
波
多
野
講
師
は
「
人
材
育
成
の

仕
組
み
づ
く
り
だ
け
し
て
満
足
し

て
は
い
け
な
い
。
ま
ず
は
経
営
理

念
・
経
営
戦
略
を
明
確
に
し
、
行

動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

　
今
回
で
５
回
目
と
な
る
問
屋
町

石
膏
ア
ー
ト
教
室
が
１
月
31
日

（
水
）
に
問
屋
町
会
館
２
階
大
会
議

室
で
開
催
。
教
室
に
は
組
合
員
従

業
員
ら
13
名
が
参
加
し
、
思
い
思

い
の
作
品
作
り
に
励
ん
だ
。

　
講
師
は
組
合
員
㈱
エ
ー
ア
イ
サ

イ
ン
の
会
長
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
澤
暁

夫
氏
が
務
め
た
。

　
石
膏
ア
ー
ト
は
木
製
の
板
に
絵

の
具
で
色
を
塗
り
、
そ
の
上
か
ら

水
と
ボ
ン
ド
を
混
ぜ
て
溶
か
し
た

石
膏
を
塗
り
重
ね
て
制
作
。
溶
か

し
た
石
膏
を
用
い
る
た
め
、
た
だ

塗
り
重
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
ブ

ロ
ワ
ー
で
流
す
、
手
に
付
け
て
散

ら
す
、
板
を
斜
め
に
し
て
垂
ら
す

な
ど
、
表
現
方
法
は
多
岐
に
わ
た

る
。
板
に
塗
っ
た
絵
具
と
石
膏
が

混
ざ
り
合
う
こ
と
で
制
作
者
独
自

の
色
合
い
が
生
ま
れ
、
誰
で
も
簡

単
に
ア
ー
ト
作
品
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
制
作
し
た

石
膏
ア
ー
ト
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、

出
来
栄
え
や
飾
り
場
所
な
ど
の
話

題
で
盛
り
上
が
り
、
満
足
げ
な
様

子
で
作
品
を
持
ち
帰
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
は
元
旦
か
ら

能
登
半
島
地
震
に
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。新
年
を
迎
え
、

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た

り
、
初
詣
や
初
売
り
に
出
か

け
た
り
し
な
が
ら
思
い
思
い

に
正
月
を
楽
し
ん
で
い
る
最

中
の
災
害
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

▼
災
害
に
は
、
地
震
災
害
、
火
山

災
害
、
風
水
害
、
斜
面
災
害
、
雪

氷
災
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
当

団
地
は
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
比
較

的
低
い
地
域
で
す
。
海
岸
か
ら
４
㎞

程
度
離
れ
て
い
る
た
め
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マッ
プ
は
災
害
対
象
外
で
洪
水
リ

ス
ク
は
低
い
の
で
す
が
、
有
事
に
対

す
る
備
え
は
必
要
で
す
ね
。
こ
の

機
会
に
今
一度
、
災
害
対
策
を
し
っ

か
り
見
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
▼
青

森
市
で
の
災
害
と
い
え
ば
や
は
り
雪

害
。
青
森
県
内
で
は
毎
年
、
雪
か

き
な
ど
で
の
け
が
人
が
１
０
０
人
程

度
、
建
物
の
損
壊
多
数
、
大
雪
で

の
道
路
通
行
止
め
、
視
界
不
良
や

ス
リ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
な

ど
、
雪
の
影
響
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
▼
今
季
は
、
夏
の
猛

暑
に
続
き
、
冬
も
暖
冬
で
暖
か
い

日
が
続
い
て
い
る
た
め
雪
で
の
災
害

は
少
な
め
で
す
。
市
民
生
活
と
し

て
は
雪
か
き
も
楽
で
、
灯
油
代
も

掛
か
ら
ず
、
朝
晩
の
交
通
渋
滞
も

少
な
い
な
ど
良
い
こ
と
ば
か
り
な
の

で
す
が
、
お
金
を
使
わ
な
い
と
い
う

こ
と
は
経
済
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
側

面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
青

森
市
の
２
０
２
３
年
度
除
雪
費
用

は
約
55
億
円
で
し
た
が
、
２
０
２
４

年
度
は
そ
れ
よ
り
か
な
り
低
め
に

な
り
そ
う
で
す
し
、
市
民
生
活
で

掛
か
ら
な
か
っ
た
経
費
も
相
当
な
額

に
な
り
そ
う
で
す
。浮
い
た
お
金
は
、

早
ま
り
そ
う
な
春
の
花
見
に
活
用

し
て
、
積
極
的
に
経
済
を
回
す
活

動
を
す
る
の
が
良
さ
そ
う
で
す
！

（
小
田
切
）

石膏アート教室

ビジネススクール特別講演会

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、
㈱

ヤ
ブ
シ
タ
製
作
所
の
石
郷
岡
リ
ー

ダ
ー
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
空
調
関
連
部
材
の
製

造
、
設
計
、
販
売
を
行
う
㈱
ヤ
ブ

シ
タ
の
製
造
部
門
と
し
て
北
海
道

江
別
市
で
平
成
29
年
に
設
立
。Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
や
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
を
取
得
し
、
高
度
な
品
質
管

理
が
求
め
ら
れ
る
大
手
製
造
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
受
託
に
対
応
し
て
い

る
。

　「
当
社
は
防
雪
フ
ー
ド
を
は
じ

め
と
す
る
空
調
関
連
部
材
の
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
雪
フ
ー
ド

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
は
鉄
に

粉
体
焼
付
塗
装
を
施
し
た
鋼
板
製

仕
様
、
受
注
生
産
品
で
海
沿
い
な

ど
塩
害
に
強
い
耐
重
塩
害
仕
様
と

ス
テ
ン
レ
ス
仕
様
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。
錆
に
強
く
長
持
ち
す
る
ス
テ

ン
レ
ス
仕
様
は
８
割
方
東
北
６
県
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。
元
々
は
北
海
道

で
全
て
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
製
品
を

輸
送
す
る
際
の
運
送
費
、
冬
は
雪
な

ど
で
遅
延
が

発
生
す
る
た

め
、
青
森
で

製
造
す
る
こ

と
に
よ
り
短

納
期
に
も
対

応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま

す
。今
後
は
こ
ち
ら
で
製
造
し
、バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
る
体
制
を
整
え
、
塗

装
不
要
の
鉄
の
製
品
な
ど
も
作
っ
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
ア

ピ
ー
ル
。

　
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
と
「
工
場
と
し
て
稼

働
し
始
め
た
の
が
昨
年
の
４
月
か
ら

な
の
で
、
間
も
な
く
１
年
が
経
ち
ま

す
。
毎
日
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て

も
、
製
品
の
種
類
が
多
い
の
で
そ
れ

を
覚
え
る
だ
け
で
も
半
年
か
ら
一
年

は
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
工
程

に
は
い
ろ
い
ろ
な
手
順
が
あ
り
ま
す

の
で
、
地
元

採
用
し
た
社

員
に
は
技
術

や
商
品
知
識

な
ど
を
理
解

で
き
る
よ
う

に
教
育
し
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
問
屋
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
「
雪

が
降
っ
て
い
な
い
時
期
に
初
め
て
問

屋
町
に
来
た
の
で
す
が
、
道
路
も
広

く
、
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
い
る
団
地

だ
な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
」

と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で
以
前
は

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、

趣
味
に
興
じ
る
時
間
が
な
い
の
で

車
検
が
過
ぎ
た
ま
ま
自
宅
に
置
い

て
い
ま
す
。
健
康
面
で
は
、
製
造

の
仕
事
か
ら
管
理
す
る
立
場
と
し

て
事
務
所
勤
務
に
な
っ
た
時
に
体

重
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
青
森
に
来
て
か
ら
は

緩
や
か
に
落
ち
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
の
ま
ま
気
を
付
け
て
い
き

た
い
で
す
」
と
笑
う
。

　
座
右
の
銘
は
「
一
生
懸
命
と
い

う
言
葉
を
常
に
意
識
し
て
い
ま

す
。
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
れ
ば

い
い
一
生
懸
命
と
、
考
え
て
動
く

一
生
懸
命
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
動
く
こ
と
が
大

切
だ
と
部
下
に
指
導
す
る
と
き
に

も
話
し
て
い
ま
す
」
と
締
め
く

く
っ
た
。
　
　
　
　
　
　 （
44
歳
）

㈱ヤブシタ製作所
生産課　リーダー
石郷岡　告太 氏

団
地
企
業
訪
問

組合員新年会

生田流箏の演奏 合同清掃表彰式

２
０
２
４
年 

組
合
員
新
年
会

人
材
の
確
保・育
成
に
取
り
組
む
問
屋
町

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
津

島
衆
議
院
議
員
、青
森
県
知
事（
三

浦
商
工
労
働
部
部
長
代
読
）、
赤

坂
青
森
市
副
市
長
か
ら
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
次
に
、
問
屋
町
合
同
清
掃
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
新
年
会
に
出
席

し
た
20
年
賞
受
賞
の
３
社
と
10
年

賞
受
賞
の
４
社
に
柳
谷
理
事
長
か

ら
楯
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
㈱
商
工
組
合
中
央
金

庫
青
森
支
店
の
深
道
支
店
長
の
乾

杯
で
祝
宴
に
入
っ
た
。

　
祝
宴
で
は
余
興
と
し
て
、
生
田

流
の
箏
（
こ
と
）
に
よ
る
「
花
い

か
だ
」「
千
鳥
の
曲
」「
こ
で
ま
り
」

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
が
メ

ド
レ
ー
で
披
露
さ
れ
、
会
場
の
雰

囲
気
に
華
を
添
え
た
。

▽
問
屋
町
合
同
清
掃
20
年
賞

　
　
　
　
　
受
賞
企
業
（
３
社
）

　
㈱
小
田
川

　
㈱
電
技
パ
ー
ツ

　
㈱
ヒ
グ
チ

▽
問
屋
町
合
同
清
掃
10
年
賞

　
　
　
　
　
受
賞
企
業
（
５
社
）

　
丸
大
堀
内
㈱

　
Ａ
Ｇ
Ｃ
硝
子
建
材
㈱

　
ミ
ツ
ワ
電
機
㈱

　
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
東
日
本
㈱

　
㈱
マ
エ
ダ

問
屋
町
地
区
枝
線
道
路
南
北
ラ
イ

ン
の
街
路
樹
伐
採
案
を
中
心
に
具

体
的
な
整
備
計
画
の
と
り
ま
と
め

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
内
に
は

方
向
性
を
説
明
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
新
年
も
団
地
再
整
備
事
業

を
着
実
に
推
進
し
つ
つ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
共
同
求
人
事

業
の
拡
充
等
を
通
し
て
、
組
合
員

「
昨
年
の
問
屋
町
は
、
マ
エ
ダ
ス

ト
ア
問
屋
町
店
が
９
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
組
合
員
従
業
員
だ
け
で
は

な
く
青
森
市
南
部
地
区
の
地
域
住

民
に
と
っ
て
も
大
き
く
利
便
性
が

向
上
し
、
新
た
な
賑
わ
い
が
創
出

さ
れ
た
。
イ
ン
フ
ラ
再
整
備
事
業

で
は
、
特
別
委
員
会
及
び
ワ
ー
キ

ン
グ
委
員
会
で
の
協
議
を
進
め
、

　
組
合
員
新
年
会
が
１
月
12
日

（
金
）
午
後
６
時
よ
り
ホ
テ
ル
青

森
で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
及
び
来

賓
を
合
わ
せ
１
１
９
名
が
参
加
し

た
。
開
会
に
先
立
ち
、
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
柳
谷
理
事
長
は

あなたの暮らしに
近くて便利！

青森問屋町１丁目店

　このたびの能登半島地震により、被災にあわれた方々に心よりお見舞い申しあげるとともに、
亡くなられた方やそのご家族にはお悔やみを申しあげます。
　また、一日も早く復旧を果たされることをお祈りすると同時に、被災された皆様が平穏な日々を
取り戻せるよう、お祈り申しあげます。

協同組合青森総合卸センター
理 事 長　　柳 谷　章 二

謹んで地震災害のお見舞いを申しあげます

中
小
企
業
の
人
づ
く
り
を
学
ぶ

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
特
別
講
演
会

石
膏
ア
ー
ト
教
室
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親
睦
交
流
会
を
開
催

問
屋
町
支
店
長・所
長
連
絡
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
企
業
限
定

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

　
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
が
11
月

29
日
を
も
っ
て
会
社
を
解
散
し

た
。

　
同
社
は
、
青
森
県
内
の
卸
団
地

が
中
心
と
な
り
、
卸
・
小
売
間
の

受
発
注
業
務
の
合
理
化
及
び
効
率

化
を
図
る
た
め
１
９
８
９
年
に
設

立
。
卸
主
導
型
の
受
発
注
シ
ス
テ

ム
を
提
供
す
る
会
社
と
し
て
、

ピ
ー
ク
時
に
は
３
０
０
件
を
超
え

る
取
引
先
が
あ
っ
た
が
、
地
域
中

小
小
売
店
の
閉
店
や
大
型
化
に
伴

う
自
社
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
直
近
で
は
39
件

　
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

（
青
友
会
）
で
は
、
忘
年
会
を
兼

ね
た
第
33
回
親
睦
交
流
会
を
12
月

22
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
青
森
で
開

催
し
、
会
員
ほ
か
29
名
が
参
加
し

た
。

　
青
友
会
の
坪
谷
会
長
の
挨
拶
で

会
は
ス
タ
ー
ト
し
、
㈲
ウ
エ
ル
ネ

ス
企
画
の
西
田
龍
夫
氏
ら
を
講
師

に
招
き
、「
ス
ト
レ
ス
は
万
病
の

も
と
」
と
題
し
て
健
康
に
関
す
る

講
話
を
実
施
し
た
。
講
話
で
は
ス

ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
考
え

方
や
、
簡
単
で
効
果
的
に
鍛
え
ら

れ
る
体
操
を
教
わ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
西
堀
副
会
長
に
よ
る

乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ
た
懇
親
会

で
は
、
余
興
と
し
て
参
加
者
全
員

に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
開

催
。
２
０
２
３
年
最
後
の
運
試
し

講師の西田龍夫氏

ＡＥＤ使用方法等を再確認

問屋町会館も「まちかどハート
ステーション」認定済み

ジャンケン大会で運試し 問屋町会館で合同厄払い

　
組
合
で
は
、
組
合
員
企
業
の
当

団
地
内
で
の
採
用
状
況
を
調
査
す

る
求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
度

の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
の
採
用
状
況

（
新
規
学
卒
者
及
び
経
験
者
）
調

査
で
は
、53
社
で
２
０
１
人
採
用
。

「
採
用
し
た
か
っ
た
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
の
回
答
が
９
社
あ
っ
た
。

採
用
者
の
内
訳
を
見
る
と
、
新
卒

者
が
47
％
、
経
験
者
が
53
％
と
の

結
果
で
あ
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
の
新
規
学
卒
者

の
採
用
状
況
は
、「
採
用
し
た
」

無
病
息
災
を
祈
願

ま
で
取
引
先
が
減
少
し
て
い
た
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
１
月
の
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ
回
線
終
了
に
伴
い
、
回
線
の

切
り
替
え
に
多
額
の
設
備
投
資
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会

的
役
割
を
終
え
た
と
判
断
し
て
解

散
を
決
め
た
。な
お
、同
社
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
既
存
取
引

先
に
は
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
㈿
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
の

子
会
社
で
あ
る
㈱
Ｓ
Ｊ
Ｃ
が
運
営

す
る
コ
ミ
ネ
ッ
ト
Ｖ
Ａ
Ｎ
へ
の
移

行
を
勧
め
、
受
発
注
に
支
障
が
で

な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
。

し
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

と
し
て
意
気
込
ん
だ
参
加
者
は
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
結
果
に
一
喜
一
憂

卸・小
売
間
の
受
発
注
業
務
を
支
援

会
社
解
散

北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱

　
組
合
で
は
引
き
続
き
合
同
企
業

説
明
会
や
問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
開
催
で
組
合
員
の
人
材

確
保
を
支
援
す
る
。

　
組
合
で
は
、
２
月
６
日
（
火
）

に
組
合
員
従
業
員
を
対
象
と
し
た

新
年
合
同
厄
払
い
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
合
同
厄
払
い
は
、
厄
年
を

迎
え
る
組
合
員
従
業
員
が
１
年
間

平
穏
無
事
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と

２
０
１
２
年
に
始
ま
り
、
今
年
で

12
回
目
の
開
催
と
な
る
。
職
場
に

近
い
問
屋
町
会
館
で
お
昼
休
み
の

時
間
を
利
用
し
て
祈
祷
を
受
け
ら

れ
る
と
あ
っ
て
、
好
評
を
得
て
い

る
。

　
今
年
の
厄
払
い
に
は
組
合
員
従

業
員
12
名
が
参
加
し
た
。
会
場
に

祭
壇
が
設
置
さ
れ
、
問
屋
町
の
氏

神
様
で
あ
る
大
星
神
社
の
沼
田
禰

宜
（
ね
ぎ
）
に
よ
る
祈
祷
が
執
り

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
祭
壇
に
玉

串
を
捧
げ
、
自
身
や
家
族
の
無
病

息
災
を
祈
願
し
た
。

　
最
後
に
「
お
守
り
」「
お
札
」「
御

神
矢
」
を
受
け
取
り
、
厄
払
い
は

無
事
終
了
し
た
。

と
回
答
し
た
組
合
員
が
25
社
。「
採

用
し
た
い
が
で
き
て
い
な
い
」
と

答
え
た
組
合
員
は
17
社
と
昨
年
よ

り
７
社
も
増
加
し
、
求
人
環
境
が

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。

　
実
施
し
て
い
る
採
用
活
動
に
つ

い
て
は
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

求
人
票
提
出
」
が
64
％
、
リ
ク
ナ

ビ
な
ど
の
「
採
用
支
援
会
社
の
利

用
」
が
35
％
、「
合
同
企
業
説
明

会
へ
の
参
加
」
が
30
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
人
材
確
保
・
定
着
の
た
め
に
重

視
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
職
場
環
境
の
改
善
」が
48
％
、「
賃

金
を
上
げ
る
」
が
45
％
、「
残
業

な
ど
の
削
減
」
が
43
％
と
の
結
果

で
あ
っ
た
。

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
　
　

第
４
回
役
員
会

29
日
▽
第
３
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
管

理
委
員
会

30
日
▽
青
森
県
　
県
内
企
業
　
　

理
解
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

31
日
▽
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
　

臨
時
株
主
総
会

　
　
▽
第
５
回
石
膏
ア
ー
ト
教
室

15
名
が
参
加
し
、
講
師
の
青
森
消

防
本
部
警
防
課
の
川
上
氏
の
指
導

の
下
、
胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
実
際
に
体
験
し

な
が
ら
学
ん
だ
。

　
講
習
終
了
後
に
は
、
参
加
者
に

普
通
救
命
講
習
修
了
証
が
交
付
さ

れ
た
。

　
組
合
で
は
、
１
月
11
日
（
木
）

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
企
業
を
対
象
と
し

た
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

た
。

　
青
森
消
防
本
部
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
従
業
員
等
が
普
通
救
命

講
習
受
講
済
み
企
業
等
を
公
表
す

る
「
ま
ち
か
ど
ハ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
制
度
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
回
、
同
制
度
普
及
活
動
の

一
環
と
し
て
、
問
屋
町
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
企
業
を
対
象
と
し
た
講
習
会

を
企
画
し
た
。

　
講
習
会
に
は
組
合
員
従
業
員
ら

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

18
日
▼
決
算
書
の
読
み
方
・
活
か

し
方
（
貸
借
対
照
表
編
）①

23
日
▼
決
算
書
の
読
み
方
・
活
か

し
方
（
貸
借
対
照
表
編
）②

　
12
月
号
に
引
き
続
き
、
㈱
商

工
組
合
中
央
金
庫
青
森
支
店
の

深
道
支
店
長
に
よ
る
経
済
雑
感

を
お
送
り
す
る
。

　
前
回
、
私
ど
も
商
工
中
金
の

法
改
正
に
伴
う
民
営
化
は
、「
真

に
中
小
企
業
に
役
立
つ
商
工
中

金
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
さ
せ

る
」
も
の
で
、
新
生
・
商
工
中

金
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

だ
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取

組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し

ま
す
。

　
商
工
中
金
で
は
金
融
を
超
え

た
取
組
み
の
強
化
を
目
指
し
、

企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と

の
経
営
課
題
に
着
目
し
て
い
ま

す
。「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
」「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
支
援
」「
事
業
再

生
支
援
」
を
３
つ
の
差
別
化
分
野

と
し
て
位
置
付
け
、
商
工
中
金
の

特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
金
融
支
援

と
本
業
支
援
の
両
面
で
中
小
企
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
「
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
」
で
は
㈱
サ

イ
キ
ン
ソ
ー
様

（
東
京
都
）
と

総
額
３
億
円
の

新
株
予
約
権
付

融
資
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

同
社
は
大
阪
大

学
と
共
同
研
究
を
行
う
ヘ
ル
ス
テ

ッ
ク
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
で
す
。
同
社
の
主
力
サ
ー
ビ
ス

「
Ｍ
ｙ
ｋ
ｉ
ｎ
ｓ
ｏ（
マ
イ
キ
ン
ソ

ー
）」
は
自
宅
で
も
手
軽
に
で
き
る

腸
内
フ
ロ
ー
ラ
検
査
サ
ー
ビ
ス
で
、

９
０
０
超
の
医
療
機
関
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
取
組
み
が
、

誰
も
が
簡
単
に
腸
内
細
菌
叢
（
さ

い
き
ん
そ
う
）
を
正
確
に
知
る
こ

と
が
で
き
、
細
菌
叢
に
よ
る
病
気

の
予
防
・
治
療
等
の
基
盤
構
築
に

も
資
す
る
も
の
と
判
断
し
本
融
資

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
次
に
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
経
営

支
援
」
で
す
。

三
進
金
属
工
業

㈱
様（
大
阪
府
）

へ
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
よ
る
１

億
円
の
融
資
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
社
は

産
業
用
ラ
ッ
ク
専
門
メ
ー
カ
ー
で

す
。
大
阪
府
と
福
島
県
に
自
社
工

場
を
有
し
、
棚
板
１
枚
か
ら
倉
庫

内
の
物
流
機
器
ま
で
取
扱
い
、
空

間
の
有
効
活
用
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
商
工
中
金
は
経
営
者

と
の
対
話
を
通
じ
た
事
業
性
評

価
を
行
い
、
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

を
実
施
の
う
え
、
同
社
の
企
業

価
値
向
上
の
た
め
に
必
要
な
資

金
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
て
融
資

す
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に

向
け
た
取
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

伴
走
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
事
業
再
生
支
援
」
に

お
い
て
も
、
黒
川
温
泉
観
光
旅

館
協
同
組
合
様
（
熊
本
県
）
の

旅
館
経
営
者
と
と
も
に
、
予
算

管
理
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
経
営

基
盤
強
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
私
ど
も
商
工
中
金
は
、
民
営

化
後
も
こ
の
よ
う
な
従
来
の
金

融
を
超
え
た
複
合
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
注
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
商
工
中
金
を

ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。（
完
）

㈱商工組合中央金庫
青森支店　支店長
深道　英明 氏

第
一
四
四
回

経
済
雑
感

㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
青
森
支
店

支
店
長

　深
道

　英
明

１
月

11
日
▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
企
業
限
定
普

通
救
命
講
習
会

12
日
▽
組
合
員
新
年
会

弘前・八戸・大館・仙台・秋田

求
人
環
境
一
段
と
厳
し
く

求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

新
年
合
同
厄
払
い

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

経験者
新規学卒者
採用者数

oodaira@dune.ocn.ne.jp
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親
睦
交
流
会
を
開
催

問
屋
町
支
店
長・所
長
連
絡
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
企
業
限
定

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

　
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
が
11
月

29
日
を
も
っ
て
会
社
を
解
散
し

た
。

　
同
社
は
、
青
森
県
内
の
卸
団
地

が
中
心
と
な
り
、
卸
・
小
売
間
の

受
発
注
業
務
の
合
理
化
及
び
効
率

化
を
図
る
た
め
１
９
８
９
年
に
設

立
。
卸
主
導
型
の
受
発
注
シ
ス
テ

ム
を
提
供
す
る
会
社
と
し
て
、

ピ
ー
ク
時
に
は
３
０
０
件
を
超
え

る
取
引
先
が
あ
っ
た
が
、
地
域
中

小
小
売
店
の
閉
店
や
大
型
化
に
伴

う
自
社
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
直
近
で
は
39
件

　
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

（
青
友
会
）
で
は
、
忘
年
会
を
兼

ね
た
第
33
回
親
睦
交
流
会
を
12
月

22
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
青
森
で
開

催
し
、
会
員
ほ
か
29
名
が
参
加
し

た
。

　
青
友
会
の
坪
谷
会
長
の
挨
拶
で

会
は
ス
タ
ー
ト
し
、
㈲
ウ
エ
ル
ネ

ス
企
画
の
西
田
龍
夫
氏
ら
を
講
師

に
招
き
、「
ス
ト
レ
ス
は
万
病
の

も
と
」
と
題
し
て
健
康
に
関
す
る

講
話
を
実
施
し
た
。
講
話
で
は
ス

ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
考
え

方
や
、
簡
単
で
効
果
的
に
鍛
え
ら

れ
る
体
操
を
教
わ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
西
堀
副
会
長
に
よ
る

乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ
た
懇
親
会

で
は
、
余
興
と
し
て
参
加
者
全
員

に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
開

催
。
２
０
２
３
年
最
後
の
運
試
し

講師の西田龍夫氏

ＡＥＤ使用方法等を再確認

問屋町会館も「まちかどハート
ステーション」認定済み

ジャンケン大会で運試し 問屋町会館で合同厄払い

　
組
合
で
は
、
組
合
員
企
業
の
当

団
地
内
で
の
採
用
状
況
を
調
査
す

る
求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
度

の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
の
採
用
状
況

（
新
規
学
卒
者
及
び
経
験
者
）
調

査
で
は
、53
社
で
２
０
１
人
採
用
。

「
採
用
し
た
か
っ
た
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
の
回
答
が
９
社
あ
っ
た
。

採
用
者
の
内
訳
を
見
る
と
、
新
卒

者
が
47
％
、
経
験
者
が
53
％
と
の

結
果
で
あ
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
の
新
規
学
卒
者

の
採
用
状
況
は
、「
採
用
し
た
」

無
病
息
災
を
祈
願

ま
で
取
引
先
が
減
少
し
て
い
た
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
１
月
の
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ
回
線
終
了
に
伴
い
、
回
線
の

切
り
替
え
に
多
額
の
設
備
投
資
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会

的
役
割
を
終
え
た
と
判
断
し
て
解

散
を
決
め
た
。な
お
、同
社
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
既
存
取
引

先
に
は
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
㈿
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
の

子
会
社
で
あ
る
㈱
Ｓ
Ｊ
Ｃ
が
運
営

す
る
コ
ミ
ネ
ッ
ト
Ｖ
Ａ
Ｎ
へ
の
移

行
を
勧
め
、
受
発
注
に
支
障
が
で

な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
。

し
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

と
し
て
意
気
込
ん
だ
参
加
者
は
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
結
果
に
一
喜
一
憂

卸・小
売
間
の
受
発
注
業
務
を
支
援

会
社
解
散

北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱

　
組
合
で
は
引
き
続
き
合
同
企
業

説
明
会
や
問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
開
催
で
組
合
員
の
人
材

確
保
を
支
援
す
る
。

　
組
合
で
は
、
２
月
６
日
（
火
）

に
組
合
員
従
業
員
を
対
象
と
し
た

新
年
合
同
厄
払
い
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
合
同
厄
払
い
は
、
厄
年
を

迎
え
る
組
合
員
従
業
員
が
１
年
間

平
穏
無
事
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と

２
０
１
２
年
に
始
ま
り
、
今
年
で

12
回
目
の
開
催
と
な
る
。
職
場
に

近
い
問
屋
町
会
館
で
お
昼
休
み
の

時
間
を
利
用
し
て
祈
祷
を
受
け
ら

れ
る
と
あ
っ
て
、
好
評
を
得
て
い

る
。

　
今
年
の
厄
払
い
に
は
組
合
員
従

業
員
12
名
が
参
加
し
た
。
会
場
に

祭
壇
が
設
置
さ
れ
、
問
屋
町
の
氏

神
様
で
あ
る
大
星
神
社
の
沼
田
禰

宜
（
ね
ぎ
）
に
よ
る
祈
祷
が
執
り

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
祭
壇
に
玉

串
を
捧
げ
、
自
身
や
家
族
の
無
病

息
災
を
祈
願
し
た
。

　
最
後
に
「
お
守
り
」「
お
札
」「
御

神
矢
」
を
受
け
取
り
、
厄
払
い
は

無
事
終
了
し
た
。

と
回
答
し
た
組
合
員
が
25
社
。「
採

用
し
た
い
が
で
き
て
い
な
い
」
と

答
え
た
組
合
員
は
17
社
と
昨
年
よ

り
７
社
も
増
加
し
、
求
人
環
境
が

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。

　
実
施
し
て
い
る
採
用
活
動
に
つ

い
て
は
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

求
人
票
提
出
」
が
64
％
、
リ
ク
ナ

ビ
な
ど
の
「
採
用
支
援
会
社
の
利

用
」
が
35
％
、「
合
同
企
業
説
明

会
へ
の
参
加
」
が
30
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
人
材
確
保
・
定
着
の
た
め
に
重

視
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
職
場
環
境
の
改
善
」が
48
％
、「
賃

金
を
上
げ
る
」
が
45
％
、「
残
業

な
ど
の
削
減
」
が
43
％
と
の
結
果

で
あ
っ
た
。

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
　
　

第
４
回
役
員
会

29
日
▽
第
３
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
管

理
委
員
会

30
日
▽
青
森
県
　
県
内
企
業
　
　

理
解
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

31
日
▽
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
　

臨
時
株
主
総
会

　
　
▽
第
５
回
石
膏
ア
ー
ト
教
室

15
名
が
参
加
し
、
講
師
の
青
森
消

防
本
部
警
防
課
の
川
上
氏
の
指
導

の
下
、
胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
実
際
に
体
験
し

な
が
ら
学
ん
だ
。

　
講
習
終
了
後
に
は
、
参
加
者
に

普
通
救
命
講
習
修
了
証
が
交
付
さ

れ
た
。

　
組
合
で
は
、
１
月
11
日
（
木
）

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
企
業
を
対
象
と
し

た
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

た
。

　
青
森
消
防
本
部
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
従
業
員
等
が
普
通
救
命

講
習
受
講
済
み
企
業
等
を
公
表
す

る
「
ま
ち
か
ど
ハ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
制
度
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
回
、
同
制
度
普
及
活
動
の

一
環
と
し
て
、
問
屋
町
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
企
業
を
対
象
と
し
た
講
習
会

を
企
画
し
た
。

　
講
習
会
に
は
組
合
員
従
業
員
ら

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

18
日
▼
決
算
書
の
読
み
方
・
活
か

し
方
（
貸
借
対
照
表
編
）①

23
日
▼
決
算
書
の
読
み
方
・
活
か

し
方
（
貸
借
対
照
表
編
）②

　
12
月
号
に
引
き
続
き
、
㈱
商

工
組
合
中
央
金
庫
青
森
支
店
の

深
道
支
店
長
に
よ
る
経
済
雑
感

を
お
送
り
す
る
。

　
前
回
、
私
ど
も
商
工
中
金
の

法
改
正
に
伴
う
民
営
化
は
、「
真

に
中
小
企
業
に
役
立
つ
商
工
中

金
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
さ
せ

る
」
も
の
で
、
新
生
・
商
工
中

金
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

だ
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取

組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し

ま
す
。

　
商
工
中
金
で
は
金
融
を
超
え

た
取
組
み
の
強
化
を
目
指
し
、

企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と

の
経
営
課
題
に
着
目
し
て
い
ま

す
。「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
」「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
支
援
」「
事
業
再

生
支
援
」
を
３
つ
の
差
別
化
分
野

と
し
て
位
置
付
け
、
商
工
中
金
の

特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
金
融
支
援

と
本
業
支
援
の
両
面
で
中
小
企
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
「
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
」
で
は
㈱
サ

イ
キ
ン
ソ
ー
様

（
東
京
都
）
と

総
額
３
億
円
の

新
株
予
約
権
付

融
資
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

同
社
は
大
阪
大

学
と
共
同
研
究
を
行
う
ヘ
ル
ス
テ

ッ
ク
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
で
す
。
同
社
の
主
力
サ
ー
ビ
ス

「
Ｍ
ｙ
ｋ
ｉ
ｎ
ｓ
ｏ（
マ
イ
キ
ン
ソ

ー
）」
は
自
宅
で
も
手
軽
に
で
き
る

腸
内
フ
ロ
ー
ラ
検
査
サ
ー
ビ
ス
で
、

９
０
０
超
の
医
療
機
関
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
取
組
み
が
、

誰
も
が
簡
単
に
腸
内
細
菌
叢
（
さ

い
き
ん
そ
う
）
を
正
確
に
知
る
こ

と
が
で
き
、
細
菌
叢
に
よ
る
病
気

の
予
防
・
治
療
等
の
基
盤
構
築
に

も
資
す
る
も
の
と
判
断
し
本
融
資

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
次
に
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
経
営

支
援
」
で
す
。

三
進
金
属
工
業

㈱
様（
大
阪
府
）

へ
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
よ
る
１

億
円
の
融
資
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
社
は

産
業
用
ラ
ッ
ク
専
門
メ
ー
カ
ー
で

す
。
大
阪
府
と
福
島
県
に
自
社
工

場
を
有
し
、
棚
板
１
枚
か
ら
倉
庫

内
の
物
流
機
器
ま
で
取
扱
い
、
空

間
の
有
効
活
用
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
商
工
中
金
は
経
営
者

と
の
対
話
を
通
じ
た
事
業
性
評

価
を
行
い
、
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

を
実
施
の
う
え
、
同
社
の
企
業

価
値
向
上
の
た
め
に
必
要
な
資

金
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
て
融
資

す
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に

向
け
た
取
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

伴
走
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
事
業
再
生
支
援
」
に

お
い
て
も
、
黒
川
温
泉
観
光
旅

館
協
同
組
合
様
（
熊
本
県
）
の

旅
館
経
営
者
と
と
も
に
、
予
算

管
理
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
経
営

基
盤
強
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
私
ど
も
商
工
中
金
は
、
民
営

化
後
も
こ
の
よ
う
な
従
来
の
金

融
を
超
え
た
複
合
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
注
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
商
工
中
金
を

ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。（
完
）

㈱商工組合中央金庫
青森支店　支店長
深道　英明 氏

第
一
四
四
回

経
済
雑
感

㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
青
森
支
店

支
店
長

　深
道

　英
明

１
月

11
日
▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
企
業
限
定
普

通
救
命
講
習
会

12
日
▽
組
合
員
新
年
会

弘前・八戸・大館・仙台・秋田

求
人
環
境
一
段
と
厳
し
く

求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

新
年
合
同
厄
払
い

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

経験者
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る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
最

後
に
仕
組
み
づ
く
り
。
こ
の
３
つ

の
視
座
を
満
た
し
て
組
織
風
土
を

醸
成
さ
せ
な
い
限
り
組
織
運
営
は

成
功
し
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で

は
、
12
月
８
日
（
金
）
に
問
屋
町

会
館
に
お
い
て
無
料
の
特
別
講
演

会
を
開
催
し
た
。「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
〝
人
づ

く
り
〞
か
ら
始
め
る
組
織
経
営
」

と
題
し
た
講
演
会
の
講
師
は
、
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
波
多
野
事

務
所
の
波
多
野
代
表
が
務
め
た
。

会
場
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
を

併
用
し
て
行
わ
れ
た
講
演
会
は
、

合
わ
せ
て
51
名
が
受
講
し
た
。

　
波
多
野
講
師
は
「
人
材
育
成
の

仕
組
み
づ
く
り
だ
け
し
て
満
足
し

て
は
い
け
な
い
。
ま
ず
は
経
営
理

念
・
経
営
戦
略
を
明
確
に
し
、
行

動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

　
今
回
で
５
回
目
と
な
る
問
屋
町

石
膏
ア
ー
ト
教
室
が
１
月
31
日

（
水
）
に
問
屋
町
会
館
２
階
大
会
議

室
で
開
催
。
教
室
に
は
組
合
員
従

業
員
ら
13
名
が
参
加
し
、
思
い
思

い
の
作
品
作
り
に
励
ん
だ
。

　
講
師
は
組
合
員
㈱
エ
ー
ア
イ
サ

イ
ン
の
会
長
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
澤
暁

夫
氏
が
務
め
た
。

　
石
膏
ア
ー
ト
は
木
製
の
板
に
絵

の
具
で
色
を
塗
り
、
そ
の
上
か
ら

水
と
ボ
ン
ド
を
混
ぜ
て
溶
か
し
た

石
膏
を
塗
り
重
ね
て
制
作
。
溶
か

し
た
石
膏
を
用
い
る
た
め
、
た
だ

塗
り
重
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
ブ

ロ
ワ
ー
で
流
す
、
手
に
付
け
て
散

ら
す
、
板
を
斜
め
に
し
て
垂
ら
す

な
ど
、
表
現
方
法
は
多
岐
に
わ
た

る
。
板
に
塗
っ
た
絵
具
と
石
膏
が

混
ざ
り
合
う
こ
と
で
制
作
者
独
自

の
色
合
い
が
生
ま
れ
、
誰
で
も
簡

単
に
ア
ー
ト
作
品
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
制
作
し
た

石
膏
ア
ー
ト
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、

出
来
栄
え
や
飾
り
場
所
な
ど
の
話

題
で
盛
り
上
が
り
、
満
足
げ
な
様

子
で
作
品
を
持
ち
帰
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
は
元
旦
か
ら

能
登
半
島
地
震
に
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。新
年
を
迎
え
、

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た

り
、
初
詣
や
初
売
り
に
出
か

け
た
り
し
な
が
ら
思
い
思
い

に
正
月
を
楽
し
ん
で
い
る
最

中
の
災
害
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

▼
災
害
に
は
、
地
震
災
害
、
火
山

災
害
、
風
水
害
、
斜
面
災
害
、
雪

氷
災
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
当

団
地
は
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
比
較

的
低
い
地
域
で
す
。
海
岸
か
ら
４
㎞

程
度
離
れ
て
い
る
た
め
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マッ
プ
は
災
害
対
象
外
で
洪
水
リ

ス
ク
は
低
い
の
で
す
が
、
有
事
に
対

す
る
備
え
は
必
要
で
す
ね
。
こ
の

機
会
に
今
一度
、
災
害
対
策
を
し
っ

か
り
見
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
▼
青

森
市
で
の
災
害
と
い
え
ば
や
は
り
雪

害
。
青
森
県
内
で
は
毎
年
、
雪
か

き
な
ど
で
の
け
が
人
が
１
０
０
人
程

度
、
建
物
の
損
壊
多
数
、
大
雪
で

の
道
路
通
行
止
め
、
視
界
不
良
や

ス
リ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
な

ど
、
雪
の
影
響
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
▼
今
季
は
、
夏
の
猛

暑
に
続
き
、
冬
も
暖
冬
で
暖
か
い

日
が
続
い
て
い
る
た
め
雪
で
の
災
害

は
少
な
め
で
す
。
市
民
生
活
と
し

て
は
雪
か
き
も
楽
で
、
灯
油
代
も

掛
か
ら
ず
、
朝
晩
の
交
通
渋
滞
も

少
な
い
な
ど
良
い
こ
と
ば
か
り
な
の

で
す
が
、
お
金
を
使
わ
な
い
と
い
う

こ
と
は
経
済
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
側

面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
青

森
市
の
２
０
２
３
年
度
除
雪
費
用

は
約
55
億
円
で
し
た
が
、
２
０
２
４

年
度
は
そ
れ
よ
り
か
な
り
低
め
に

な
り
そ
う
で
す
し
、
市
民
生
活
で

掛
か
ら
な
か
っ
た
経
費
も
相
当
な
額

に
な
り
そ
う
で
す
。浮
い
た
お
金
は
、

早
ま
り
そ
う
な
春
の
花
見
に
活
用

し
て
、
積
極
的
に
経
済
を
回
す
活

動
を
す
る
の
が
良
さ
そ
う
で
す
！

（
小
田
切
）

石膏アート教室

ビジネススクール特別講演会

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、
㈱

ヤ
ブ
シ
タ
製
作
所
の
石
郷
岡
リ
ー

ダ
ー
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
空
調
関
連
部
材
の
製

造
、
設
計
、
販
売
を
行
う
㈱
ヤ
ブ

シ
タ
の
製
造
部
門
と
し
て
北
海
道

江
別
市
で
平
成
29
年
に
設
立
。Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
や
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
を
取
得
し
、
高
度
な
品
質
管

理
が
求
め
ら
れ
る
大
手
製
造
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
受
託
に
対
応
し
て
い

る
。

　「
当
社
は
防
雪
フ
ー
ド
を
は
じ

め
と
す
る
空
調
関
連
部
材
の
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
雪
フ
ー
ド

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
は
鉄
に

粉
体
焼
付
塗
装
を
施
し
た
鋼
板
製

仕
様
、
受
注
生
産
品
で
海
沿
い
な

ど
塩
害
に
強
い
耐
重
塩
害
仕
様
と

ス
テ
ン
レ
ス
仕
様
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。
錆
に
強
く
長
持
ち
す
る
ス
テ

ン
レ
ス
仕
様
は
８
割
方
東
北
６
県
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。
元
々
は
北
海
道

で
全
て
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
製
品
を

輸
送
す
る
際
の
運
送
費
、
冬
は
雪
な

ど
で
遅
延
が

発
生
す
る
た

め
、
青
森
で

製
造
す
る
こ

と
に
よ
り
短

納
期
に
も
対

応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま

す
。今
後
は
こ
ち
ら
で
製
造
し
、バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
る
体
制
を
整
え
、
塗

装
不
要
の
鉄
の
製
品
な
ど
も
作
っ
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
ア

ピ
ー
ル
。

　
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
と
「
工
場
と
し
て
稼

働
し
始
め
た
の
が
昨
年
の
４
月
か
ら

な
の
で
、
間
も
な
く
１
年
が
経
ち
ま

す
。
毎
日
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て

も
、
製
品
の
種
類
が
多
い
の
で
そ
れ

を
覚
え
る
だ
け
で
も
半
年
か
ら
一
年

は
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
工
程

に
は
い
ろ
い
ろ
な
手
順
が
あ
り
ま
す

の
で
、
地
元

採
用
し
た
社

員
に
は
技
術

や
商
品
知
識

な
ど
を
理
解

で
き
る
よ
う

に
教
育
し
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
問
屋
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
「
雪

が
降
っ
て
い
な
い
時
期
に
初
め
て
問

屋
町
に
来
た
の
で
す
が
、
道
路
も
広

く
、
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
い
る
団
地

だ
な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
」

と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で
以
前
は

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、

趣
味
に
興
じ
る
時
間
が
な
い
の
で

車
検
が
過
ぎ
た
ま
ま
自
宅
に
置
い

て
い
ま
す
。
健
康
面
で
は
、
製
造

の
仕
事
か
ら
管
理
す
る
立
場
と
し

て
事
務
所
勤
務
に
な
っ
た
時
に
体

重
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
青
森
に
来
て
か
ら
は

緩
や
か
に
落
ち
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
の
ま
ま
気
を
付
け
て
い
き

た
い
で
す
」
と
笑
う
。

　
座
右
の
銘
は
「
一
生
懸
命
と
い

う
言
葉
を
常
に
意
識
し
て
い
ま

す
。
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
れ
ば

い
い
一
生
懸
命
と
、
考
え
て
動
く

一
生
懸
命
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
動
く
こ
と
が
大

切
だ
と
部
下
に
指
導
す
る
と
き
に

も
話
し
て
い
ま
す
」
と
締
め
く

く
っ
た
。
　
　
　
　
　
　 （
44
歳
）

㈱ヤブシタ製作所
生産課　リーダー
石郷岡　告太 氏

団
地
企
業
訪
問

組合員新年会

生田流箏の演奏 合同清掃表彰式

２
０
２
４
年 

組
合
員
新
年
会

人
材
の
確
保・育
成
に
取
り
組
む
問
屋
町

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
津

島
衆
議
院
議
員
、青
森
県
知
事（
三

浦
商
工
労
働
部
部
長
代
読
）、
赤

坂
青
森
市
副
市
長
か
ら
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
次
に
、
問
屋
町
合
同
清
掃
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
新
年
会
に
出
席

し
た
20
年
賞
受
賞
の
３
社
と
10
年

賞
受
賞
の
４
社
に
柳
谷
理
事
長
か

ら
楯
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
㈱
商
工
組
合
中
央
金

庫
青
森
支
店
の
深
道
支
店
長
の
乾

杯
で
祝
宴
に
入
っ
た
。

　
祝
宴
で
は
余
興
と
し
て
、
生
田

流
の
箏
（
こ
と
）
に
よ
る
「
花
い

か
だ
」「
千
鳥
の
曲
」「
こ
で
ま
り
」

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
が
メ

ド
レ
ー
で
披
露
さ
れ
、
会
場
の
雰

囲
気
に
華
を
添
え
た
。

▽
問
屋
町
合
同
清
掃
20
年
賞

　
　
　
　
　
受
賞
企
業
（
３
社
）

　
㈱
小
田
川

　
㈱
電
技
パ
ー
ツ

　
㈱
ヒ
グ
チ

▽
問
屋
町
合
同
清
掃
10
年
賞

　
　
　
　
　
受
賞
企
業
（
５
社
）

　
丸
大
堀
内
㈱

　
Ａ
Ｇ
Ｃ
硝
子
建
材
㈱

　
ミ
ツ
ワ
電
機
㈱

　
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
東
日
本
㈱

　
㈱
マ
エ
ダ

問
屋
町
地
区
枝
線
道
路
南
北
ラ
イ

ン
の
街
路
樹
伐
採
案
を
中
心
に
具

体
的
な
整
備
計
画
の
と
り
ま
と
め

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
内
に
は

方
向
性
を
説
明
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
新
年
も
団
地
再
整
備
事
業

を
着
実
に
推
進
し
つ
つ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
共
同
求
人
事

業
の
拡
充
等
を
通
し
て
、
組
合
員

「
昨
年
の
問
屋
町
は
、
マ
エ
ダ
ス

ト
ア
問
屋
町
店
が
９
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
組
合
員
従
業
員
だ
け
で
は

な
く
青
森
市
南
部
地
区
の
地
域
住

民
に
と
っ
て
も
大
き
く
利
便
性
が

向
上
し
、
新
た
な
賑
わ
い
が
創
出

さ
れ
た
。
イ
ン
フ
ラ
再
整
備
事
業

で
は
、
特
別
委
員
会
及
び
ワ
ー
キ

ン
グ
委
員
会
で
の
協
議
を
進
め
、

　
組
合
員
新
年
会
が
１
月
12
日

（
金
）
午
後
６
時
よ
り
ホ
テ
ル
青

森
で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
及
び
来

賓
を
合
わ
せ
１
１
９
名
が
参
加
し

た
。
開
会
に
先
立
ち
、
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
柳
谷
理
事
長
は

あなたの暮らしに
近くて便利！

青森問屋町１丁目店

　このたびの能登半島地震により、被災にあわれた方々に心よりお見舞い申しあげるとともに、
亡くなられた方やそのご家族にはお悔やみを申しあげます。
　また、一日も早く復旧を果たされることをお祈りすると同時に、被災された皆様が平穏な日々を
取り戻せるよう、お祈り申しあげます。

協同組合青森総合卸センター
理 事 長　　柳 谷　章 二

謹んで地震災害のお見舞いを申しあげます

中
小
企
業
の
人
づ
く
り
を
学
ぶ

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
特
別
講
演
会

石
膏
ア
ー
ト
教
室


